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県
社
協
の�

市
民
参
加
で
Ｉ
Ｔ
支
援
推
進
を

　

本
会
ほ
か
が
共
催
す
る
「
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス　
Ｉ
Ｎ　
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
」

が
、
十
二
月
十
一
・
十
二
日
、
横
浜
市
港
北
区
の
横

浜
ラ
ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た（
主
催
�日
本
障
害

者
協
議
会
、
Ｐ
Ｓ
Ｖ
２
０
０
４
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ

開
催
実
行
委
員
会
）。

　

全
国
で
、
障
害
者

の
Ｉ
Ｔ
利
用
・
活
用

支
援
を
行
う
関
係
者

が
一
同
に
介
し
、
情

報
交
流
を
通
じ
、
悩

み
や
喜
び
、
運
営
の

ヒ
ン
ト
な
ど
を
共
有

し
、
研
修
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
た
本
集
会
。

　

当
日
は
、
多
く
の

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
始
め
、
福
祉
施
設
職
員
や
障
害
の
あ
る

方
々
、
Ｉ
Ｔ
企
業
関
係
者
な
ど
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
「
障
害
者
Ｉ
Ｔ
支
援
・
サ
ポ
ー
ト
モ
デ

ル
調
査
」
の
研
究
報
告
会
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
障

害
者
の
Ｉ
Ｔ
支
援
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が

開
催
さ
れ
、
支
援
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
必
要
性
を

指
摘
す
る
声
の
ほ
か
、
継
続
性
や
「
質
」
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
、
支
援
の
担
い
手
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
中

心
で
良
い
の
か
。
ま
た
、
専
門
職
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
ど
の
よ
う
に
築
い
た
ら
よ
い
の
か
な
ど
、
日
頃

の
実
践
を
通
じ
た
意
見
が
活
発
に
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
滋
賀
医
科
大
学

教
授
の 
垰  
田 
和
史
氏
が
「
障
害
当
事
者
が
パ
ソ
コ
ン

た
お 
だ

を
無
理
に
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
二
次
障

害
に
配
慮
す
る
必
要
性
」
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
、
リ

ハ
ビ
リ
医
学
の
視
点
を
持
つ
大
切
さ
が
確
認
で
き
、

会
場
の
共
感
を
得
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
現
場
の
不
安
が
実
は
多
く
の

地
域
で
共
通
の
悩
み
で
あ
る
こ
と
が
実
感
で
き
、
と

て
も
有
意
義
だ
っ
た
。
一
方
で
、
現
場
だ
け
で
は
対

応
が
困
難
な
課
題
も
あ
り
、
行
政
で
の
取
り
組
み
を

期
待
し
た
い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

障
害
者
の
Ｉ
Ｔ
利
用
・
活
用
を
広
げ
て
い
く
た
め

に
、
国
で
は
、
全
国
的
な
支
援
拠
点
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
県
で
も
、
県
障
害
者
福
祉
計
画
に
基
づ

き
、
来
年
度
か
ら
「
障
害
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
機
能
を
開
設
す
る
方
向
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
Ｉ
Ｔ
支
援
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し
て
き

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
国
・
県
の
動
き
に
加
え
、
本
会
で
も
、

障
害
者
へ
の
Ｉ
Ｔ
支
援
の
啓
発
や
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
な
ど
、
障
害
の
あ
る
方
々
を
含
め
た

県
民
・
市
民
参
加
に
基
づ
く
市
町
村
域
で
の
取
り
組

み
の
支
援
や
二
次
障
害
に
配
慮
し
た
Ｉ
Ｔ
支
援
活
動

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
と
も
し
び
普
及
課
）
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シンポジウムでは関係者や当事者の方々がＩＴ
支援に向けた今日的課題を共有し合いました

平平成成1166年年度度介介護護支支援援専専門門員員実実務務研研修修受受講講試試験験結結果果ののおお知知ららせせ
　第７回介護支援専門員実務研修受講試験を、１０月２４日に相模女子大
学・文教大学湘南校舎・明治大学生田校舎の３会場で実施しました。
　昨年を約１，０００人上回る６，５５１人が受験をし、その結果合格者は
２，３１２人で、合格率は昨年を若干上回る３５．３％でした。
　職種（保有資格）別の合格者は下表のとおりですが、介護福祉士の
比率が年々増加傾向にあります。
　なお、合格者に対する実務研修は１月下旬から、本会かながわ福祉
人材研修センターのほか、県指定の研修実施機関で実施されています。

職種別比率（％）合格者数（人）
職　種（資格）

平成１５年度平成１６年度平成１５年度平成１６年度

３７４０．２７０８９２９介 護 福 祉 士

２６．５２１．６５０７５００看 護 師

５．２６．６１００１５２相談援助業務従事者

５５．９９６１３７社 会 福 祉 士

５．６４．９１０８１１３介 護 等 業 務 従 事 者

４．１４．３７８１００歯 科 衛 生 士

３．７３７０７０准 看 護 師

２．９２．９５５６６栄 養 士

２．４２．５４６５７薬 剤 師

０．７１．３１４３１あん摩マッサージ指圧師

１．１１．３２１３０保 健 師

１．４１．１２６２５理 学 療 法 士

０．７０．８１３１９作 業 療 法 士

０．６０．８１２１８柔 道 整 復 師

０．１０．７２１６助 産 師

０．９０．６１７１４は り 師

０．４０．５７１１精 神 保 健 福 祉 士

０．９０．３１８８医 師

０．５０．３１０８歯 科 医 師

０．４０．３８８そ の 他 国 家 資 格

１００１００１，９１６２，３１２合　　　　　　　計

職種（資格）別合格状況


